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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
０
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

６
月
１
７
日 

池
田 

満 
カ
ミ
ヨ
の
「
タ
ス
」
の
言
葉
の
意
味
と
、
１
０
代
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
の
時
代
の
「
オ

サ
ム
」
の
言
葉
の
違
い
。 

「
崇 あ

が

め
」
の
時
代
に
入
っ
て
き
た
の
で
し
た
。
考
古
学
で
の
古
墳
時
代
で
す
。 

不
思
議
の
事
が
蔓
延
す
る
時
代
で
す
。
恐
怖
に
駆
ら
れ
る
時
代
で
す
。 

カ
ミ
ヨ
は
、
理
性
が
凌
駕
す
る
時
代
で
す
。
指
導
者
階
級
は
、
そ
う
で
し
た
。 

食
糧
や
物
資
に
ゆ
と
り
が
出
来
て
来
て
、
人
口
も
増
え
、
疫
病
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
起
き
た
時
代

で
す
。
叛
乱
も
起
き
ま
す
。 
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３
４
ア
ヤ
、
ミ
マ
キ
の
ヨ 

ミ
マ
ナ 

の 

ア
ヤ 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
１
０
代
崇
神
天
皇
の
後
半
） 

 
 

１
０
年
３
４
‐
１ 

１
０
代
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
の
、
ミ
ツ
カ
キ
（
桜
井
市
金
屋
）
の
ミ
ヤ
コ
の
、
１
０
年
（
ア
ス
ス
６

３
０
年
）
ナ
カ
ツ
キ(
９
月
）
１
７
日
に
、
コ
シ
（
越
中
・
越
後
・
越
前
）
の
ヲ
シ
（
勅
任
執
政
官
）
に
任

命
さ
れ
た
オ
オ
ヒ
コ
が
、
一
旦
帰
京
し
ま
し
た
。
ヨ
ミ
チ
ノ
イ
ク
サ
の
ひ
と
り
で
す
。 

 

そ
れ
は
、
ナ
ラ
サ
カ
（
奈
良
市
の
北
部
・
奈
良
坂
）
で
、
不
思
議
な
オ
ト
メ
（
少
女
）
か
ら
ウ
タ
を
聞
か

さ
れ
た
か
ら
で
し
た
。
反
乱
を
告
げ
る
ウ
タ
で
し
た
。
ウ
タ
を
告
げ
た
あ
と
、
オ
ト
メ
は
消
え
失
せ
た
の

で
す
。
不
思
議
で
す
。 

 

オ
オ
ヒ
コ
は
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

『
わ
た
く
し
は
、
ヤ
マ
シ
ロ
へ
と
道
を
進
め
て
い
ま
し
て
、
ナ
ラ
サ
カ
に
至
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
オ
ト

メ
が
ウ
タ
を
歌
っ
て
聞
か
せ
る
の
で
し
た
。 

 

「

」 

 

こ
こ
に
、
胸
騒
ぎ
を
覚
え
ま
し
て
、
一
旦
戻
り
ま
し
た
次
第
で
御
座
い
ま
す
』 

 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
は
、
こ
の
ウ
タ
は
、
何
か
の
知
ら
せ
だ
と
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は

生
ま
れ
つ
き
聡
（
さ
と
）
く
て
に
、
こ
の
ウ
タ
に
、
ピ
ン
と
閃
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
、

キ
ミ
に
申
し
上
げ
ま
す
。（
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
ク
シ
ヒ
コ
の
１
２
代
あ
と
の
子
孫
で
す
） 

３
４
‐
４ 

『
こ
れ
は
、
シ
ル
シ
で
す
。
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
が
叛
（
そ
む
）
い
て
反
乱
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。 

 

わ
た
く
し
は
、
聞
き
ま
し
た
の
で
し
た
。
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
の
妻
の
ア
タ
ヒ
メ
が
カ
ク
ヤ
マ
の
ハ
ニ
（
埴

土
）
を
取
っ
て
来
て
、
ヒ
レ
（
甲
冑
の
よ
う
な
防
御
服
か
？
）
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
祈
っ
て
言

う
の
だ
そ
う
で
す
。
「
こ
れ
を
、
ク
ニ
の
モ
ノ
サ
ネ
（
タ
ケ
ヒ
ト
ヤ
マ
ト
ウ
チ
、
２
９
‐
３
５
）
」
と
。 

 

こ
れ
に
お
い
て
、
証
拠
が
揃
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

（
叛
乱
で
す
） 

 

急
い
で
、
対
処
方
法
を
お
考
え
下
さ
い
ま
せ
』 

 

こ
の
、
モ
モ
ソ
ヒ
メ
の
話
を
、
諸
臣
達
も
あ
わ
せ
て
討
議
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
す
で
に
、
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ

ス
と
ア
タ
ヒ
メ
は
イ
ク
サ
（
戦
闘
）
を
開
始
し
始
め
て
い
ま
し
た
。

 

 

二
手
に
分
か
れ
て
、
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
は
ヤ
マ
シ
ロ
を
襲
い
ま
す
。
妻
の
ア
タ
ヒ
メ
は
オ
オ
サ
カ
【
二
上

山
の
と
こ
ろ
か
？ 

オ
オ
サ
カ
ヤ
マ
の
イ
シ
ハ
コ
ビ
３
４
‐
１
８
】
を
襲
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
発
し
て
、
イ
サ
セ
リ
の
ミ
コ
を
、
オ
オ
サ
カ
へ
の
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平
定
に
向
か
わ
せ
ま
す
。
こ
こ
に
、
迎
え
た
戦
闘
で
、
イ
サ
セ
リ
ヒ
コ
は
、
ア
タ
ヒ
メ
を
打
ち
破
っ
て
殺
し

て
収
ま
り
ま
し
た
。 

 

タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
の
ヤ
マ
シ
ロ
方
面
に
は
、
オ
オ
ヒ
コ
と
、
ヒ
コ
ク
ニ
フ
ク
を
向
か
わ
せ
ま
し
た
。
ヒ
コ

ク
ニ
フ
ク
は
ヤ
マ
シ
ロ
の
ワ
ニ
タ
ケ
ス
キ
に
イ
ン
ヘ
【
詳
細
は
未
詳
】
を
据
え
ま
す
。
ツ
ハ
モ
ノ
を
率
い

て
イ
ク
サ
タ
テ
を
し
て
、
キ
カ
ヤ
（
樹
木
か
？
）
を
踏
み
む
け
て
戦
闘
が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ガ
シ
ワ
（
取

っ
掛
か
り
の
意
か
？
）
の
戦
闘
を
、
ヒ
コ
ク
ニ
フ
ク
が
勝
利
し
ま
し
た
、
ナ
ラ
サ
カ
で
し
た
。 

 

オ
オ
ヒ
コ
は
、
シ
モ
ミ
チ
に
て
ワ
カ
ラ
ア
ク
ラ
【
詳
細
は
未
詳
】
と
、
相
挑
む
の
で
し
た
。
ハ
ニ
ヤ
ス
ヒ

コ
は
、
川
（
木
津
川
）
の
北
岸
に
、
此
の
オ
オ
ヒ
コ
の
挑
み
を
見
ま
し
て
、
言
う
の
で
し
た
。 

 

『
ナ
ン
チ
（
汝
）
は
、
何
故
に
拒
む
の
で
あ
る
か
？
』 

 

ヒ
コ
ク
ニ
フ
ク
は
、
答
え
て
言
い
ま
す
。 

 

『
こ
れ
ナ
ン
チ
（
汝
）
よ
、
ア
メ
（
天
皇
陛
下
）
に
サ
カ
フ
（
逆
ら
う
）
の
を
、
討
た
し
め
ら
れ
た
る
の

で
す
。（
あ
な
た
は
、
朝
敵
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
）
』 

 

こ
こ
に
、
戦
闘
の
火
蓋
が
ひ
ら
き
ま
す
。
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
の
射
る
矢
は
当
た
ら
ず
、
ヒ
コ
ク
ニ
フ
ク
の

射
る
矢
は
当
た
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
は
胸
に
当
た
っ
た
矢
で
、
亡
く
な
る
の
で
し
た
。

タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
の
亡
く
な
っ
て
の
あ
と
、
残
軍
は
散
り
散
り
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
追
討
を
続
け
ま
し

た
ら
、「
ワ
キ
ミ
、
ワ
キ
ミ
」
と
流
れ
て
逃
げ
去
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
イ
ク
サ
を
収
め
て
、
全
て
の
平
定
軍

は
帰
朝
す
る
の
で
し
た
。 

 

メ
ツ
キ
（
１
０
月
）
ハ
ツ
ヒ(

１
日
）
に
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
ウ
チ
（
畿
内
）
は
ム
ケ
レ
ト
（
平
定
で
き
た
）、
ト
ツ
（
遠
国
）
は
ま
だ
ま
だ
ア
ル
ル
（
荒
れ
果
て
て

い
る
）。 

 

ヨ
ミ
チ
（
四
方
面
）
の
イ
ク
サ
（
戦
闘
準
備
を
し
た
勅
任
執
政
官
）
タ
ツ
（
出
発
す
る
）
べ
し
』 

 

と
。 

そ
こ
で
、
ス
エ
フ
カ
（
２
２
日
）
に
、
改
め
て
ヨ
ミ
チ
の
ヲ
シ
ヱ
ト
（
教
え
る
使
者
）
が
出
発
し

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
４
‐
１
４ 

モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
、
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
の
ツ
マ
（
妻
）
と
な
り
ま
し
た
。
不
思
議
な
こ
と
で
す
。
オ
オ

モ
ノ
ヌ
シ
は
、
ヨ
（
夜
）
に
来
る
の
で
す
。
し
か
し
、
ヒ
ル
（
昼
）
に
は
来
た
事
も
見
た
こ
と
も
な
い
の
で

し
た
。
そ
こ
で
、
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
、
願
い
を
言
う
の
で
し
た
。 

 

『
ヨ
が
明
け
て
か
ら
、
キ
ミ
の
姿
を
見
た
い
も
の
で
す
』 

 

と
、
帰
る
の
を
止
め
る
の
で
し
た
。
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
の
カ
ミ
は
、
告
げ
て
言
い
ま
す
。 

 

『
そ
れ
は
、
イ
チ
シ
ル
シ
（
尤
も
当
然
な
こ
と
）
こ
と
で
す
。 

 

で
は
、
明
日
の
朝
に
、
わ
た
く
し
は
ク
シ
ケ
（
櫛
入
れ
箱
）
に
入
っ
て
お
き
ま
す
。 

 

で
も
、
わ
た
く
し
の
姿
を
見
て
決
し
て
驚
か
な
い
で
下
さ
い
』 

と
、
言
う
の
で
す
。
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
不
思
議
な
思
い
を
抱
く
の
で
し
た
。 

 

さ
て
、
明
く
る
朝
、
ク
シ
ケ
（
櫛
入
れ
箱)

を
見
ま
す
と
、
コ
ヘ
ヒ
（
小
蛇
）
が
居
る
の
で
し
た
。
モ
モ

ソ
ヒ
メ
は
、
驚
い
て
叫
び
泣
き
ま
す
。
す
る
と
、
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
の
カ
ミ
は
、
ハ
ヂ
（
恥
じ
）
て
ヒ
ト
に
な

り
、
言
う
の
で
し
た
。 

 

『
ナ
ン
チ
（
汝
）
忍
び
ず
に
し
て
、
こ
れ
は
、
わ
が
ハ
チ
（
恥
じ
）
で
す
』 

と
、
大
空
を
踏
み
上
っ
て
行
く
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
ミ
モ
ロ
の
ヤ
マ
（
三
輪
山
）
に
入
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
。 

 

モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
、
ミ
モ
ロ
ヤ
マ
を
仰
ぎ
、
そ
し
て
ハ
チ
（
恥
じ
）
る
の
で
し
た
。
時
に
ツ
キ
（
月
経
）
が

来
て
、
ハ
シ
（
箸
？
）
で
ミ
ホ
ト
（
陰
部
）
を
突
い
て
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
三
輪

山
を
望
む
オ
イ
チ
に
ハ
シ
ツ
カ
の
み
墓
が
作
ら
れ
る
の
で
し
た
。
昼
に
は
ヒ
ト
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
ま
す
。
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夜
に
は
カ
ミ
（
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ
）
が
オ
オ
サ
カ
ヤ
マ
（
二
上
山
か
？
）
の
石
を
運
び
ま
す
。
モ
ロ
（
人
々
や

カ
ミ
）
が
相
次
ぎ
て
、
タ
コ
シ
カ
テ
【
詳
細
は
未
詳
】
に
よ
っ
て
、
ハ
カ
の
成
る
ウ
タ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
４
‐
１
９ 

１
１
年
（
ア
ス
ス
６
３
１
年
）
の
ウ
ツ
キ
（
４
月
）
１
６
日
に
、
ヨ
ミ
チ
（
四
道
）
の
イ
ク
サ
が

全
て
、
目
的
を
達
し
て
、
全
国
に
平
安
が
訪
れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ア
キ
（
秋
）
に
な
っ
て
、
早
く
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
、
ア
（
ア
モ
ト
）
に
還
す
為
の
「
ヲ
を
解

く
祭
り
」
を
す
る
こ
と
に
な
さ
い
ま
す
。
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
（
２
２
歳
）
を
祭
主
に
決
め
ら
れ
て
、
ハ
シ
ツ
カ

（
箸
塚
）
に
て
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
と
、
カ
カ
ヤ
ク
（
輝
く
）
ノ
リ
の
イ
チ
【
詳
細
は
未
詳
】
と
な
り

ま
し
た
。 

３
４
‐
２
１ 

１
２
年
（
ア
ス
ス
６
３
２
年
）
の
ヤ
ヨ
イ
（
３
月
）
の
１
１
日
に
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天

皇
）
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
を
私
が
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
の
オ
フ
ヒ
【
詳
細
は
未
詳
】
も
安
か
ら
ず

で
し
た
。
メ
（
冷
た
い
ナ
ミ
）
と
、
ヲ
（
温
か
い
ナ
ミ
）
の
巡
る
強
さ
も
不
調
さ
を
生
じ
た
の
で
し
た
。
こ

の
た
め
、
ヱ
ヤ
ミ
（
疫
病
）
の
流
行
に
な
り
、
タ
ミ
（
国
民
）
の
多
く
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

た
。 

 

こ
の
原
因
は
、
ツ
ミ
に
あ
り
て
、
こ
れ
を
払
う
事
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
革
（
あ
ら
た
）
め
て
カ
ミ
を
敬
（
う
や
ま
）
っ
て
、
ヲ
シ
エ
（
教
え
）
を
タ
レ
（
教
え
育
み
治
め
る
、

タ
ス
を
為
す
）
た
の
で
し
た
。
そ
れ
で
、
ヨ
モ
（
四
方
）
の
ヤ
モ
（
ヤ
モ
ヨ
ロ
・
８
０
０
万
・
全
国
民
）
の

ア
ラ
ヒ
ト
も
、
今
に
直
っ
て
楽
し
み
生
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
さ
ら
に
、
考
え
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
オ
サ
（
年
長
者
）
と
イ
ト
ケ
（
若
年
者
）
と
の
ミ
チ
も

明
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
タ
ミ
に
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
る
諸
税
を
一
部
免
除
し
て
、

イ
ト
マ
（
暇
・
余
裕
）
を
作
り
出
し
、
教
育
の
時
間
に
当
て
た
い
と
思
う
の
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
ユ
ハ
ツ
・
タ
ツ
エ
（
弓
な
ど
の
上
納
税
・
タ
ツ
エ
？
の
税
）
の
ミ
ツ
ギ
を
止
め
る
事
に
し
ま

す
。
タ
ミ
を
賑
わ
す
の
で
す
』 

 

こ
う
し
て
、
ソ
ロ
の
時
（
収
穫
時
か
？
）
に
、
社
会
の
雰
囲
気
も
温
か
く
直
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。
こ

の
御
世
を
、
誉
め
称
（
た
た
）
え
て
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
・
ミ
マ
キ
の
ヨ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
、
タ
ミ
も
楽
し
み
居
ま
す
と
、
キ
ミ
の
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
も
、
お
心
安
ら
か
で
し
て
、
キ

サ
キ
も
和
や
か
に
な
る
の
で
し
た
。 

 

ス
ケ
・
キ
サ
キ
の
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
は
、
ト
イ
チ
（
田
原
本
町
）
に
詣
で
て
ヒ
メ
ミ
コ
（
皇
女
）
の
ト
チ

ニ
イ
リ
ヒ
メ
を
産
み
ま
し
た
。 

３
４
‐
２
５ 

２
６
年
（
ア
ス
ス
６
４
６
年
）
ネ
ツ
キ
（
１
１
月
）
の
ハ
ツ
ヒ
（
１
日
）
に
、
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇

后
）
の
ミ
マ
キ
ヒ
メ
が
、
シ
ギ
（
桜
井
市
）
に
て
ト
ヨ
キ
ヒ
コ
（
シ
ギ
ヒ
ト
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。 

３
４
‐
２
６ 

さ
ら
に
、
２
９
年
（
ア
ス
ス
６
４
９
年
）
正
月
元
旦
の
ヲ
ウ
ト
の
日
に
、
ミ
マ
キ
ヒ
メ
は
ミ
コ
（
皇

子
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
で
し
て
、
イ
ム
ナ
（
実
名
）
は
、
ヰ
ソ
サ
チ
さ
ん
で
し

た
。 

３
４
‐
２
７ 

３
８
年
（
ア
ス
ス
６
５
８
年
）
ア
キ
（
秋
）
の
ハ
ツ
キ
（
８
月
）
５
日
に
、
ミ
マ
キ
ヒ
メ
の
妹
の
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ク
ニ
カ
タ
ヒ
メ
が
ウ
チ
メ
の
位
で
、
チ
チ
ツ
ク
ワ
ヒ
メ
を
産
み
ま
し
た
。 

３
４
‐
２
８ 

ま
た
、
４
０
年
（
ア
ス
ス
６
６
０
年
）
の
ム
ツ
キ
（
１
月
）
ス
ヱ
ヤ
カ
（
２
８
日
）
に
は
、
イ
カ

ツ
ル
さ
ん
（
チ
ヨ
ギ
ネ
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。 

３
４
‐
２
８ 
４
８
年
の
ハ
ツ
（
１
月
）
の
１
０
日
の
ヲ
ア
エ
（
ヱ
・y

e

）
に
、
夢
見
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
出
さ
れ

ま
し
た
。
ト
ヨ
キ
ミ
（
ト
ヨ
キ
イ
リ
ヒ
コ
２
３
歳
）
と
、
イ
ク
メ
キ
ミ
（
２
０
歳
）
の
お
二
人
に
、
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
。 

 

『
ナ
ン
チ
（
汝
）
ら
、
メ
ク
ミ
（
愛
し
み
）
等
し
く
て
、
継
ぎ
を
知
る
（
次
代
の
継
承
）
こ
と
の
ユ
メ

（
夢
）
を
す
べ
し
』 

 

二
人
は
共
に
、
ユ
ア
ミ
（
湯
気
で
の
ミ
ソ
ギ
か
？
）
を
し
て
、
夢
見
の
結
果
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

兄
の
、
ト
ヨ
キ
ミ
（
ト
ヨ
キ
イ
リ
ヒ
コ
）
は
、 

 

『
ミ
モ
ロ
（
三
輪
山
）
の
ヱ
（
山
頂
）
に
て
、
キ
（
東
）
に
向
き
て
８
度
ホ
コ
を
ユ
ケ
シ
【
差
し
上
げ
た
、

か
？
】』 

 

弟
の
、
イ
ク
メ
キ
ミ
は
、 

 

『
ミ
モ
ロ
の
ヱ
に
て
、
ヨ
モ
（
四
方
）
に
縄
張
り
、
ス
ス
メ
（
雀
）
オ
フ
（
追
う
）』 

 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
メ
（
夢
）
の
結
果
で
し
た
。
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
さ
ん
は
、
こ
の
ユ
メ

を
お
考
え
に
な
ら
れ
る
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
仰
っ
い
ま
す
。 

 

『
ア
ニ
（
兄
）
の
ユ
メ
は
、
た
だ
東
に
向
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
ホ
ツ
マ
（
関
東
地
方
）
を

治
め
よ
。 

 

オ
ト
（
弟
）
は
、
ヨ
モ
（
四
方
）
に
タ
ミ
を
ヲ
サ
ム
ル
（
教
え
諭
し
て
導
き
修
む
）
ヨ
ツ
ギ
で
あ
る
』 

 

そ
こ
で
、
ウ
（
４
月
）
の
ソ
コ
カ
（
１
９
日
）
の
ツ
ミ
エ
（
ヱ
）
の
日
に
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
発
っ
さ
れ
ま

し
た
。 

 

『
ヰ
ソ
サ
チ
（
弟
の
イ
ク
メ
キ
ミ
）
を
、
ヨ
ツ
ギ
に
立
て
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。 

ま
た
、
兄
の
ト
ヨ
キ
イ
リ
ヒ
コ
は
ホ
ツ
マ
（
関
東
地
方
）
の
ツ
カ
サ
と
為
し
ま
す
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
４
‐
３
２ 

 
 

 
 

ミ
マ
ナ
の
ア
ヤ 

 

ミ
ツ
カ
キ
（
ミ
マ
キ
の
キ
ミ
、
崇
神
天
皇
）
の
５
８
年
（
ア
ス
ス
６
７
８
年
）
の
ハ
ツ
キ
（
８
月
）
に
、

ケ
ヰ
オ
オ
カ
ミ
（
気
比
神
宮
・
敦
賀
市
）
に
詣
で
に
ミ
ユ
キ
（
御
幸
）
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
祭
典
を
し

て
い
る
と
き
に
、
ツ
ノ
が
一
つ
あ
る
人
が
、
タ
タ
ヨ
エ
リ
（
漂
う
、
徒
に
寄
っ
て
来
、
か
？
）
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
コ
ト
ハ
（
言
葉
）
は
聞
い
て
も
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ハ
ラ
（
富
士
山
南
麓
）
の

ミ
ヤ
の
ト
ミ
の
ソ
ロ
リ
・
ヨ
シ
タ
ケ

３
９

は
異
国
の
言
葉
に
詳

し
い
の
で
、
問
わ
し
め
た
の
で
し
た
。
す
る
と
、
ツ
ノ
が
ひ
と
つ
あ
る
人
が
答
え
ま
す
。（
我
が
国
の
言
葉

に
は
、
そ
う
聞
こ
え
る
訳
で
す
） 

 

『
わ
た
く
し
は
、
カ
ラ
ク
ニ
の
キ
ミ
の
ミ
コ
で
あ
り
ま
す
。
ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
と
言
い
ま
す
。
父
の
名
は

ウ
シ
キ
ア
ラ
シ
ト
と
言
い
ま
す
。 

 

尊
い
お
方
だ
と
伝
え
聞
き
ま
し
た
ヒ
シ
リ
の
キ
ミ
に
、
マ
ツ
ラ
フ
こ
と
に
と
決
め
て
尋
ね
来
た
り
ま
し

た
の
で
す
。 

 

初
め
に
、
ア
ナ
ト
（
下
関
の
あ
た
り
）
に
至
り
ま
し
た
ら
、
ヰ
ツ
ツ
ヒ
コ
が
言
い
ま
し
た
。「
こ
の
ク
ニ

の
キ
ミ
は
わ
れ
な
り
。
こ
こ
に
居
れ
ば
良
い
」
と
。
で
す
が
、
そ
の
人
な
り
を
見
ま
す
る
に
、
ど
う
も
き
ち

っ
と
し
た
キ
ミ
と
は
違
う
よ
う
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
其
処
を
辞
し
ま
し
て
、
ミ
ヤ
コ
へ
と
道
を
取
り
ま
し
た
。
ウ
ラ
シ
マ
を
転
々
と
尋
ね
歩
い
て
、

イ
ツ
モ
（
出
雲
）
を
へ
て
、
漸
く
こ
こ
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
カ
ミ
祭
り
の
た
め
、
キ
ミ
は
ケ
ヰ
に
お
い
で
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で
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
か
ら
で
し
た
』 

 
こ
こ
に
、
ツ
ノ
ガ
（
ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
）
を
、
仕
え
さ
せ
る
事
に
な
さ
い
ま
し
た
。 

３
４
‐
３
８ 
５
年
の
仕
え
る
う
ち
に
、
マ
メ
（
忠
節
）
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。（
３
４
‐
３
８
）
そ
こ
で
、「
ミ

マ
ナ
」
と
言
う
ク
ニ
の
新
名
称
を
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
に
賜
る
の
で
し
た
。「
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
」

さ
ん
の
お
名
前
か
ら
の
命
名
で
す
。
韓
半
島
の
南
岸
の
中
央
部
の
「
カ
ラ
」
は
「
ミ
マ
ナ
（
任
那
）」
と
称

し
ま
す
。
ま
た
、
帰
国
に
あ
た
っ
て
、
土
産
物
を
賜
る
ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
で
し
た
。
カ
ソ
ミ
ネ
・
ニ
シ
キ

（
北
海
道
の
錦
の
織
物
）
を
土
産
物
に
、
ミ
マ
ナ
ク
ニ
（
元
は
カ
ラ
ク
ニ
）
に
帰
っ
て
、
こ
こ
に
ク
ニ
と
ク

ニ
と
の
行
き
来
が
結
ば
れ
た
の
で
し
た
。 

 

さ
て
、
帰
国
の
途
に
就
い
た
ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
は
、
海
を
渡
り
韓
半
島
に
戻
り
ま
す
。
シ
ラ
ギ
の
ク
ニ

か
ら
の
陸
伝
い
に
ミ
マ
ナ
（
カ
ラ
）
へ
の
道
で
し
た
。
ア
メ
ウ
シ
【
牛
の
一
種
、
詳
細
は
未
詳
】
に
荷
物
を

乗
せ
て
の
行
程
で
し
た
が
、
あ
る
時
ウ
シ
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
、
ヲ
キ
ナ
（
老
父
）

が
居
て
、
答
え
ま
す
。 

 

『
ウ
シ
の
事
な
ら
、
大
体
想
像
さ
れ
ま
す
。
こ
の
先
に
て
、
既
に
御
馳
走
に
と
食
し
て
し
ま
う
集
ま
り
が

あ
る
よ
う
で
し
た
。 

 

若
（
も
）
し
も
、
ウ
シ
の
持
ち
主
が
来
た
ら
ば
、
ア
タ
ヒ
（
対
価
）
を
払
お
う
。
と
、
言
っ
て
い
た
よ
う

で
し
て
、
も
う
ウ
シ
は
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
で
す
ね
。 

 

こ
れ
は
、
お
勧
め
で
す
が
、
こ
の
先
で
ア
タ
ヒ
を
問
わ
れ
た
な
ら
ば
、「
祭
る
カ
ミ
を
、
得
ん
」
と
、
お

答
え
に
な
る
の
が
宜
し
い
で
し
ょ
う
』 

 

ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
が
そ
の
村
に
行
き
ま
す
と
、
ム
ラ
キ
ミ
が
ウ
シ
（
牛
）
の
ア
タ
ヒ
を
問
う
の
で
し
た
。

ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
は
、「
祭
る
カ
ミ
を
得
ん
」
と
言
う
と
、
差
し
出
さ
れ
た
、
カ
ミ
の
シ
ラ
イ
シ
を
持
ち
帰

る
の
で
し
た
。 

 

さ
て
、
枕
元
に
置
い
て
お
く
と
、
シ
ラ
イ
シ
は
オ
ト
メ
に
変
化
す
る
の
で
し
た
。
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
は

オ
ト
メ
に
ト
ツ
ガ
ン
と
し
て
思
い
行
く
う
ち
に
、
ヒ
メ
は
失
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
家
に
戻
っ

て
ツ
マ
に
問
い
ま
す
と
、
「
オ
ト
メ
は
キ
サ
（
東
南
）
に
去
り
ま
し
た
」
と
言
う
の
で
す
。 

 

ツ
ノ
ガ
ア
ラ
シ
ト
は
、
オ
ト
メ
の
行
く
跡
を
訪
ね
て
追
い
行
き
ま
し
て
、
フ
ネ
を
海
に
浮
か
べ
ま
し
て
、

ま
た
日
本
に
来
ま
す
。
つ
い
に
、
ナ
ミ
ハ
（
大
阪
）
の
ヒ
メ
コ
ソ
の
ミ
ヤ
（
大
阪
市
東
成
区
東
小
橋
、
比
売

許
曽
神
社
）
に
て
、
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
オ
ト
メ
は
、
ま
た
、
こ
こ
か
ら
出
て
行
き
ま
し

て
、
ト
ヨ
ク
ニ
の
ヒ
メ
コ
ソ
の
ミ
ヤ
（
豊
前
、
大
分
県
東
国
東
郡
姫
島
村
、
比
売
語
曽
神
社
）
に
て
カ
ミ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
姫
島
は
、
良
質
の
黒
曜
石
の
と
れ
る
所
で
す
。
象
徴
的
な
記
述
が
こ
こ
に
為
さ

れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
） 

 

結
局
、
ツ
ヌ
ガ
ア
ラ
シ
ト
は
土
産
物
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
故
に
、
シ
ラ
ギ
と
ミ
マ

ナ
（
カ
ラ
）
と
の
間
に
ア
タ
（
ア
ダ
、
仇
敵
関
係
）
が
生
じ
る
の
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
ミ
マ
ナ
か
ら
の
使

い
が
ま
た
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
の
許
に
来
り
ま
す
。
ミ
マ
ナ
の
使
い
は
言
い
ま
す
。 

３
４
‐
４
５ 

『
我
が
国
の
キ
ネ
（
東
北
）
に
、
ミ
ハ
エ
と
い
う
土
地
が
あ
り
ま
す
。
カ
ミ
ハ
エ
・
ナ
カ
ハ
エ
・

シ
モ
ハ
エ
の
ミ
ハ
エ
は
、
広
い
土
地
で
肥
え
た
土
で
タ
ミ
も
豊
か
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
隣
国
の
シ
ラ
ギ
と

の
抗
争
が
起
こ
っ
て
か
ら
、
ミ
ハ
エ
は
治
め
難
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ホ
コ
を
タ
ツ
ネ
テ
【
詳
細
は

未
詳
】
タ
ミ
活
き
ず
、
の
、
有
様
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
私
ミ
マ
ナ
の
ト
ミ
と
し
て
の
願
い
で
御
座
い
ま
す
。
ク
ニ
ム
ケ
の
ヲ
シ
（
勅
任
の
平
定
軍
）
の

派
遣
を
希
（
こ
い
ね
が
）
う
ば
か
り
で
御
座
い
ま
す
』 

 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
、
諸
臣
と
対
応
を
協
議
な
さ
い
ま
す
。
ト
ミ
は
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

『
派
遣
す
る
人
の
人
選
に
つ
き
ま
し
て
、
ク
ニ
フ
ク
（
ヒ
コ
ク
ニ
フ
ク
）
の
マ
コ
（
子
孫
）
の
シ
ホ
ノ
リ

ツ
さ
ん
が
最
も
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。（
５
代
カ
ヱ
シ
ネ
（
孝
昭
天
皇
）
の
長
男
の
カ
ス
ガ
ヲ
キ
ミ
（
オ
シ
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キ
ネ
）
の
子
孫
） 

 
シ
ホ
ノ
リ
ツ
は
、
コ
ウ
ヘ
（
頭
）
に
ミ
コ
フ
（
瘤
）
が
あ
っ
て
マ
ツ
の
キ
ミ
と
も
渾
名
（
あ
だ
な
）
さ
れ

て
い
ま
し
て
、
背
丈
が
ヒ
タ
ケ
ヰ
タ
（
１
丈
５
尺
）
あ
り
ま
す
。
力
も
強
く
て
ヤ
ソ
チ
カ
ラ
（
８
０
人
力
）

だ
と
言
わ
れ
て
、
イ
サ
ミ
も
激
し
い
の
で
、
派
遣
に
最
適
で
あ
り
ま
し
ょ
う
』 

 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
（
崇
神
天
皇
）
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
し
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

『
シ
ホ
ノ
リ
ヒ
コ
（
シ
ホ
ノ
リ
ツ
）
を
し
て
、
ミ
マ
ナ
・
ヲ
シ
に
任
じ
ま
す
。 

 

ミ
マ
ナ
に
行
き
、
速
や
か
に
平
定
を
為
す
ミ
チ
ツ
カ
サ
と
し
て
の
任
で
す
。
平
定
後
は
、
帰
国
す
る
と

良
い
』 

 

と
、
シ
ホ
ノ
リ
ヒ
コ
に
カ
ハ
ネ
（
姓
）
を
賜
う
の
で
し
た
。
（
ワ
ニ
の
カ
ハ
ネ
か
？ 

ホ
３
６
‐
３
３
。

後
の
子
孫
の
吉
田
連
（
き
ち
だ
の
む
ら
じ
）
は
、『
続
日
本
紀
』『
続
日
本
後
記
』『
新
撰
姓
氏
録
』
に
典
拠

あ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
４
‐
４
９ 

ミ
マ
キ
（
ミ
ツ
カ
キ
の
ミ
ヤ
コ
）
の
６
０
年
（
ア
ス
ス
６
８
０
年
）
の
フ
ツ
キ
（
７
月
）
１
４
日

に
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
が
出
さ
れ
ま
す
。 

 

『
昔
、
タ
ケ
ヒ
テ
ル
が
献
上
し
て
き
た
タ
マ
カ
ワ
の
カ
ン
タ
カ
ラ
フ
ミ
（
ホ
３
２
‐
２
６
）
を
、
再
び
見

た
い
と
思
う
の
で
す
。
今
、
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
に
納
め
て
あ
る
の
で
す
ね
』 

（
７
代
・
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
・
考
霊
天
皇
） 
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タ
ケ
モ
ロ
ス
ミ
を
使
者
に
、
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
に
遣
わ
し
ま
し
た
。
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
の
当
主
の
カ
ン
ヌ

シ
の
フ
リ
ネ
は
ツ
ク
シ
（
九
州
）
に
、
た
ま
た
ま
出
か
け
て
行
っ
て
い
て
留
守
で
し
た
。 

フ
リ
ネ
の
弟
の
ヰ
イ
リ
ネ
は
、
ミ
ヤ
か
ら
タ
マ
カ
ワ
の
カ
ン
タ
カ
ラ
フ
ミ
を
出
し
て
来
て
、
タ
ケ
モ
ロ

ス
ミ
に
渡
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
弟
の
ウ
マ
シ
カ
ラ
ヒ
サ
と
、
子
の
ウ
カ
ツ
ク
ヌ
を
、
お
供
に
添
え
て
、
ミ

マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
へ
捧
げ
る
の
で
し
た
。 

３
４
‐
５
１ 

さ
て
、
ツ
ク
シ
（
九
州
）
か
ら
帰
っ
て
来
た
当
主
の
フ
リ
ネ
は
、
弟
ヰ
イ
リ
ネ
の
対
応
を
責
め
ま

す
。
カ
ン
タ
カ
ラ
を
捧
げ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
と
言
う
わ
け
で
す
。 

 

『
わ
た
し
が
帰
る
ま
で
た
っ
た
の
幾
日
も
待
た
な
い
で
、
何
故
？ 

タ
カ
ラ
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

恐
れ
て
の
事
か
？ 

我
が
国
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
は
、
ヤ
モ
ヨ
ロ
フ
ミ
（
数
多
く
の
文
献
）
を
隠
し
置
く
か
ら
こ
そ
尊
い
の
だ
。

こ
れ
が
故
の
、
未
来
の
栄
え
の
元
で
あ
る
こ
と
が
解
ら
な
い
の
か
！ 

 

ど
う
し
て
、
容
易
（
た
や
す
）
く
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
！
』 

 

と
、
恨
み
を
抱
く
の
で
し
た
。
弟
ヰ
イ
リ
ネ
を
忍
び
殺
し
に
し
て
し
ま
う
、
強
烈
な
恨
み
で
し
た
。 

３
４
‐
５
３ 

フ
リ
ネ
は
、
欺
（
あ
ざ
む
）
い
て
の
図
り
事
で
、
弟
ヰ
イ
リ
ネ
を
花
見
に
誘
い
ま
す
。 

 

『
ヤ
ミ
ヤ
の
タ
マ
モ
（
出
雲
市
の
塩
冶
（
現
、
大
津
町
）

に
池
か
水
沢
が
あ
っ
て
、
水
草
の
花
が
綺
麗
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
阿
須
利
神
社
・
出
雲
市
大
津
町
龍
王
山
に
伝
承
あ
り
）
が
、
花
盛
り
で
良
い
見
頃
だ
と
聞
い
た
の
で
、
一
緒

に
行
き
て
見
た
い
も
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
』 

 

誘
う
フ
リ
ネ
で
し
た
。
弟
の
ヰ
イ
リ
ネ
は
疑
い
も
な
く
頷
（
う
な
ず
）
い
て
、
兄
の
フ
リ
ネ
と
共
に
出
か

け
た
の
で
し
た
。 

フ
リ
ネ
は
、
キ
タ
チ
（
木
刀
）
を
抜
き
置
い
て
水
浴
び
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ヰ
イ
リ
ネ
を
誘
い
ま
し

た
。
ヰ
イ
リ
ネ
は
ツ
ル
ギ
を
抜
き
置
い
て
水
浴
び
に
入
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
兄
の
フ
リ
ネ
は
、
先
に
水
か
ら
上
が
る
と
弟
の
ヰ
イ
リ
ネ
の
ツ
ル
ギ
を
ハ
ク
（
佩
く
、
付
け
ま

す
）
の
で
し
た
。
ヰ
イ
リ
ネ
は
驚
い
て
水
か
ら
上
が
っ
て
、
フ
リ
ネ
の
キ
タ
チ
（
木
刀
）
を
ハ
キ
（
佩
き
）

ま
す
。
フ
リ
ネ
が
ツ
ル
ギ
を
抜
い
て
斬
り
か
か
っ
て
来
ま
す
と
、
ヰ
イ
リ
ネ
も
防
戦
の
た
め
刀
を
抜
こ
う

と
し
ま
す
が
、
哀
れ
キ
タ
チ
は
抜
け
ま
せ
ん
。 

ヰ
イ
リ
ネ
は
、
ヤ
ミ
ヤ
ミ
フ
チ
（
ヤ
ム
ヤ
の
地
の
淵
）
に
、
兄
に
斬
り
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

３
４
‐
５
６ 

世
に
、
流
行
り
歌
が
広
ま
り
ま
す
。 

 

ヰ
イ
リ
ネ
の
弟
の
カ
ラ
ヒ
サ
（
ウ
マ
シ
カ
ラ
ヒ
サ
）
は
オ
イ
（
甥
）
の
ウ
カ
ツ
ク
ヌ
を
連
れ
て
、
ミ
ヤ
コ

に
上
（
の
ぼ
）
り
ま
す
。
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
に
、
兄
の
フ
リ
ネ
が
、
弟
の
ヰ
イ
リ
ネ
を
謀
殺

し
た
殺
人
事
件
を
告
げ
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
さ
ん
は
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
し
て
、
キ
ヒ
ヒ
コ
（
キ
ビ
ツ
ヒ
コ
）

と
、
タ
ケ
ヌ
ワ
ケ
（
ア
ヘ
・
タ
ケ
ヌ
ガ
ワ
ケ
）
に
、
フ
リ
ネ
を
討
た
せ
ま
す
。
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
の
当
主
の

フ
リ
ネ
が
討
た
れ
て
の
恐
懼
（
き
ょ
う
く
）
に
、
イ
ツ
モ
（
出
雲
）
で
は
先
祖
の
カ
ミ
祭
り
も
し
得
な
い
状

態
に
な
り
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
の
事
で
し
た
、
ヒ
カ
ト
ヘ
【
詳
細
は
未
詳
】
が
、
近
々
に
詠
ん
だ
我
が
子
の
ウ
タ
を
、
ワ
カ
ミ
ヤ

（
東
宮
・
皇
太
子
）
の
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
３
２
歳
。
の
ち
の
垂
仁
天
皇
）
に
申
し
上
げ
る
の
で
し
た
。 
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３
４
‐
５
９   

 

ウ
タ
の
ア
ヤ
（
織
り
為
さ
れ
た
意
味
）
は
、
カ
ミ
の
告
げ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ

の
キ
ミ
（
崇
神
天
皇
）
に
告
げ
ま
す
。
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
さ
ん
は
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
し
て
「
イ
ツ
モ
（
出
雲
）

の
祭
り
を
す
る
べ
し
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。（
大
阪
府
富
田
林
市
宮
町
に
、
美
具
久
留
御
魂
神

社
が
あ
り
ま
す
。
『
延
喜
式
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
４
‐
６
１ 

６
２
年
（
ア
ス
ス
６
８
２
年
）
の
キ
ナ
ト
（
２
２
）
の
、
ア
フ
ミ
ツ
キ
（
ア
キ
（
秋
）、
７
月
）
の

キ
ミ
ト
（
５
２
）
の
１
日
の
、
ツ
ヤ
ヱ
（
５
３
）
つ
ま
り
２
日
に
、
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
タ
ミ
ワ
サ
は
モ
ト
（
基
礎
）
で
あ
り
ま
す
。
タ
ノ
ム
の
と
こ
ろ
で
す
。
タ
の
ヲ
シ
テ
に
拠
っ
て
、
成
り

固
ま
り
、
生
じ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
。
ト
の
ヲ
シ
テ
の
成
立
の
根
底
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
農
業
用
水
の
不
足

は
重
大
な
問
題
と
言
え
ま
す
。 

カ
ウ
チ
（
河
内
）
の
サ
ヤ
マ
（
狭
山
）
地
方
は
農
業
用
水
の
不
足
が
足
ら

な
い
事
が
、
タ
ミ
ワ
サ
の
不
都
合
の
原
因
で
す
。
そ
こ
で
、
ナ
リ
ワ
ヒ
の
為
に
用
水
池
を
作
る
こ
と
に
し

ま
す
。
ヨ
サ
ミ
、
カ
リ
サ
カ
、
カ
エ
オ
リ
の
み
っ
つ
の
池
を
掘
ら
ん
と
な
し
ま
す
』 

 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
さ
ん
は
ク
ワ
マ
の
ミ
ヤ
【
詳
細
は
未
詳
】
に
ミ
ユ
キ
（
御
幸
）
に
な
り

ま
す
。 

３
４
‐
６
３ 

６
５
年
（
ア
ス
ス
６
８
５
年
）
の
フ
ツ
キ
（
７
月
）
に
、
ミ
マ
ナ
の
ク
ニ
か
ら
、
ミ
ツ
ギ
（
上
納
）

の
使
者
が
来
ま
す
。
ミ
マ
ナ
の
使
い
は
ソ
ナ
カ
シ
チ
と
言
う
人
物
で
し
た
。 

 

ソ
ナ
カ
シ
チ
の
、
ミ
マ
ナ
の
ク
ニ
か
ら
の
道
の
り
は
遠
い
も
の
で
し
た
。
ツ
ク
シ
（
九
州
）
よ
り
、
北
へ

フ
チ
ノ
リ
の
海
を
隔
て
て
い
ま
す
。
シ
ラ
ギ
の
ツ
サ
（
西
南
）
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
４
‐
６
４ 

６
８
年
（
ア
ス
ス
６
８
８
年
）
の
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
の
１
日
が
ヲ
ナ
ヱ
（
４
５
）
で
、
５
日
の

ネ
ア
ヱ
（
４
９
）
の
日
の
こ
と
で
し
た
。
キ
ミ
（
１
０
代
崇
神
天
皇
）
は
コ
ト
キ
レ
テ
（
息
が
無
く
な
っ

て
）、
も
の
言
わ
ず
、
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
居
寝
ま
す
の
如
き
安
ら
か
な
お
亡
く
な
り
で
し
た
。 

 

翌
年
の
ネ
ヤ
ヱ
の
６
９
年
（
ア
ス
ス
６
８
９
年
）
の
ハ
ツ
（
１
月
）
２
日
に
、
ミ
カ
ト
（
崇
神
天
皇
）
の

カ
ミ
ア
カ
リ
（
上
が
り
、
崩
御
）
を
公
け
に
し
ま
し
た
。
キ
ミ
（
皇
太
子
、
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
）
や
、
ウ
チ

ト
ミ
（
近
習
の
臣
）
は
モ
（
喪
）
の
ハ
（
衣
服
）
を
着
て
喪
の
謹
み
に
入
り
ま
す
。
ト
の
ト
ミ
が
代
わ
っ
て

マ
ツ
リ
コ
ト
を
代
行
し
ま
す
。
カ
ン
ナ
（
１
０
月
）
の
１
１
日
に
、
オ
モ
ム
ロ
（
ご
遺
体
）
を
ヤ
マ
ヘ
（
天

理
市
柳
本
町
、
山
辺
道
勾
岡
上
陵
）
に
お
送
り
し
て
お
納
め
す
る
の
で
し
た
。 

 

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
キ
ミ
（
１
０
代
、
崇
神
天
皇
、
ミ
ツ
カ
キ
の
ヨ
）
の
ご
事
績
は
、
カ
ミ
を
ア
カ
メ
テ

（
崇
め
て
）
ヱ
ヤ
ミ
（
疾
病
）
を
タ
シ
（
直
し
癒
し
）、
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
（
三
種
の
神
器
）
を
新
た
に
作
り

直
し
た
こ
と
に
、
大
き
な
功
績
が
あ
ら
れ
ま
し
た
の
で
し
た
。 
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